
中
国
の
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
自
称
詞
の
考
察

I
役
割
語
の
視
点
か
ら
—ー

一
．

問
題
の
所
在
と
目
的

二
0
1

0
年
代
以
降、

日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
役
割
語」

の
機
能
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る。

二
0
1
―

年
―

二
月
に
発

行
さ
れ
た
『
日
本
語
教
育』

に
お
い
て、

金
水
（
二
0
―
-
）

は、

日
本
語
教
育
・

日
本
語
教
師
教
育
に
お
け
る
「
役
割
語」

の
必
要
性
を
提
言
し
た
。

従
来
「
役
割
語」

は、

マ
ン
ガ
や
ア

ニ
メ
に
現
れ
る
特
殊
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
矮
小
化
し
て
捉
え
ら

れ
て
き
た
。

金
水
は
こ
れ
に
対
し、
「
役
割
語
が
占
自
然
な
日

本
語ク

の
一

部
で
あ
り、

す
べ
て
の
日
本
語
会
話
は
役
割
（
と

し
て
の
性
質
を
帯
び
て
い
る
の）

で
あ
る
」
（
金
水、

二
0
1

一
、

三
九
頁）

と
い
う
見
方
を
提
示
す
る
と
と
も
に、
「
日
本

語
教
師
は、

学
習
者
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
作
り
を
支
援
す
る
立
場
に

あ
り、

そ
の
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
指
導
に
当
た
る
必
要
が
あ

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
研
究
科

横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部

る
」

と
指
摘
し
た
（
金
水、

二
0
―
-
、

三
四
頁）
。

こ
の
提

言
に
よ
っ
て、
「
役
割
語」

の
積
極
的
な
機
能
を
認
め
よ
う
と

す
る
動
き
が
生
ま
れ、

現
在、

留
学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語

教
育
に
お
い
て
「
役
割
語」

を
導
入
し
た
教
材
・

実
践
の
開
発

が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
（
二．

二
参
照）
。

日
本
語
学
習
者
が、

自
身
の
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い

て、

日
本
語
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば、

い
わ
ゆ
る、

唯
一

絶
対
の
「
正
し
い
日
本
語」

を
教
え
る
こ
と

の
み
な
ら
ず、

日
本
語
の
多
様
性
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
そ
の

目
的
と
な
る。

そ
の
た
め、

日
本
語
教
育
に
お
い
て
は、

学
習

者
に
日
本
語
の
様
々
な
あ
り
よ
う
を
伝
え、

学
習
者
自
身
が
そ

れ
を
自
ら
主
体
的
・

創
造
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

本
稿
で
は、

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら、

中
国
語
母
語
話
者
用

王石

田

智

籠

喜

美
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「
役
割
語」
と
は、
金
水
（
二
0
0
三）
に
よ
っ
て
提
示
さ

れ
た
概
念
で
あ
り、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る。

あ
る
特
定
の
言
葉
遣
い
（
語
彙・
語
法・
言
い
回
し・
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等）
を
聞
く
と
特
定
の
人
物
像
（
年

齢、
性
別、
職
業、
階
層、
時
代、
容
姿、
風
貌、
性
格

等）
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き、
あ
る
い
は

「
役
割
語」
と
「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ」

二．
日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
役
割
語」
の
機
能

の
日
本
語
教
科
書
を
調
査
し、
そ
の
実
態
を
報
告
す
る。
こ
れ

ら
の
教
科
書
に
お
い
て
「
役
割
語」
と
い
う
言
語
変
種
が
い
か

に
取
り
入
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に、
登
場
人
物
が

い
か
に
そ
れ
ら
の
「
役
割
語」
を
使
い
分
け
な
が
ら、
「
発
話

キ
ャ
ラ
ク
タ」
（
二．
一
参
照）
と
し
て
の
自
分
自
身
を
示
し

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る。
具
体
的
に
は、
「
役
割
語」
に

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
人
称
代
名
詞
お
よ
び
そ
れ
に
替

わ
る
語
の
う
ち、
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
と
深
く
関
わ
る
自
称
詞
に

着
目
し、
こ
の
用
い
ら
れ
方
を
分
析
す
る。
中
国
の
日
本
語
教

科
書
に
お
け
る、
「
役
割
語」
と
し
て
の
自
称
詞
と
そ
の
話
し

手
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
と
の
関
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が、
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る。

あ
る
特
定
の
人
物
像
を
提
示
さ
れ
る
と、
そ
の
人
物
が
い

か
に
も
使
用
し
そ
う
な
言
葉
遣
い
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
る
と
き、
そ
の
言
葉
遣
い
を
「
役
割
語」
と
呼

ぶ。
（
金
水、
二
0
0
三、
二
0
五
頁）

こ
の
よ
う
に
「
役
割
語」
と
は、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て、
即
座
に、
特
定
の
人
物
像
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
言
葉
遣
い
の
こ
と
を
意
味
す
る。

定
延
（
二
0―
-
）
は、
さ
ら
に、
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
(char,

acter)」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
で、
「
役
割
語」
と
そ

の
発
話
者
と
し
て
想
定
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
関
係
性

を
整
理
し
た。
定
延
は、
三
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
概
念

ー
「
ラ

ベ
ル
づ
け
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ」
「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ」
「
表
現

キ
ャ
ラ
ク
タ」
（
注
1)
ー
ー_
を
整
理
し
た
う
え
で、
「
役
割
語」

と
結
び
つ
い
た
人
物
像
を
「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ」
で
あ
る
と
し

た
（
同
上‘
―
1
0
|―
一
三
頁）。
つ
ま
り、
「
言
葉
が
そ

の
言
葉
の
内
容
だ
け
で
な
く、
そ
の
言
葉
を
発
す
る
話
し
手
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
を
も
暗
に
示
す」
場
合、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
は

「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
上、
一
―
三
ー

―
一
六
頁）。
例
え
ば、
「
そ
う
じ
ゃ、
わ
し
が
知
っ
て
お
る」

と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て、
そ
の
話
し
手
の
人
物
像
と
し
て
「
老

博
士」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
場
合、
「
そ
う
じ
ゃ」
「
わ
し」

「
＼
お
る」
な
ど
の
言
葉
は
「
役
割
語」
で
あ
り、
こ
れ
ら
の
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「
役
割
語」

に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
「
老
博
士
」

と
い
う

人
物
像
が
「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
同
上、
一
―

三
ー
一
―

六
頁）
。

： 近
年
で
は、

日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
「
役
割
語」

に
関
す

る
研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る。

例
え
ば、

恩
塚
（
二
〇
一

-
）

は、

韓
国
の
日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
「
役
割
語」

の
役

割
を
検
討
し
た。

恩
塚
は、

教
科
書
と
い
う
も
の
は
目
標
言
語

習
得
の
た
め
に
作
ら
れ
た
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る

と
い
う
前
提
に
立
ち、

性
別
を
示
す
よ
う
な
言
葉
や
表
現
が
な

く
な
る
こ
と
で
日
本
語
学
習
者
が、

登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

設
定
を
理
解
で
き
ず
混
乱
し
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
た。

そ

の
た
め、

日
本
語
教
育
に
お
い
て
は、

学
習
者
の
レ
ベ
ル
と
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら、

教
科
書
上
の
「
役
割
語
」

を
通
じ

て、

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
（
恩
塚、

二
0
-
―
‘

五
一

ー
七
0
頁）
。

ま
た
横
内
（

二
0
ニ
―
)

は、
「
役
割
語」

の
観
点
か
ら
日

本
語
教
科
書
を
分
析
し、

日
本
語
教
科
書
に
現
れ
る
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
」

が、

学
習
者
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ」

形
成
に
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
横
内、

二
0
ニ
―
‘

九
二
頁）
。

横
内
は、

日
本
語
学
習
者
が
自
分
ら
し
い
「
キ
ャ
ラ
ク
タ」

を

日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
「
役
割
語」

形
成
す
る
た
め
に、
「
役
割
語」

を
教
え
る
こ
と
に
は
意
義
が

あ
る
と
主
張
す
る。

日
本
語
教
師
は、

教
材
に
潜
む
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
」

と
そ
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
」

に
結
び
つ
い
た
「
役
割
語」

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で、

学
習
者
の
疑
問
と
真
摯
に
向
き
合

い、

学
習
者
に
有
益
な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る。

中
国
で
の
「
役
割
語
」

の
研
究
と
し
て
は、

肖
（
二
0
1

七）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

肖
は、

現
代
日
本
語
書
き
こ

と
ば
均
衡
コ
ー
パ
ス
(
B
C
C
WJ)

を
利
用
し
て、

日
本
の
現

代
小
説
に
お
け
る
女
性
文
末
詞
の
使
用
状
況
の
特
徴
を
解
明
し

た
上
で、

そ
の
結
果
と、

中
国
国
内
で
出
版
さ
れ
た
『
総
合
日

本
語』

教
科
書
に
登
場
す
る
女
性
文
末
詞
と
の
比
較
調
査
を
行

っ
た。

肖
は、

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え、

日
本
語
の
女
性
文

末
詞
を
単
に
「
女
性
語
」

と
し
て
扱
う
だ
け
で
な
く、
「
役
割

語」

と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
肖、

二
0
-

七、

六
一

頁）
。

： 
リ
サ
ー
チ
・

ク
エ
ス
チ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に、

現
在、

日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
「
役
割

語」

に
つ
い
て
の
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が、

こ
れ
ら

の
多
く
は、

文
末
表
現
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
一

方、
「
役
割
語」

に
お
い
て
同
様
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
人
称
代
名
詞
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
い
ま
だ
数
少
な
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い
。

し
か
し、

人
称
代
名
詞
は
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
は
理

解
し
使
用
す
る
こ
と
の
難
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
（
例
え

ば、

田
中、

二
0
一

四、

五
0
頁）
、

日
本
語
教
科
書
に
お
け

る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。

そ
こ
で、

本
研
究
は、

中
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
日
本
語
学

習
者
用
教
科
書
の
う
ち、

二
0
0
0
年
代
以
降
に
発
刊
さ
れ
た

教
科
書
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

シ
リ
ー
ズ
に
焦
点
を

当
て、

こ
れ
に
教
材
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
語
会
話
を

分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

定
延
（
二
0
1
―
)

に
よ
れ
ば、

日

本
語
母
語
話
者
は、
「
役
割
語
」

を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ

て、

意
図
的
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば、

日
本
語
教
科
書
内
の
登
場
人

物
は、

い
か
に、

自
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
切
り
替
え
る
た
め

に、
「
役
割
語
」

を
用
い
て
い
る
の
か。

こ
れ
が、

本
研
究
の

リ
サ
ー
チ
・

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
で
あ
る
。

三．

方
法

巴本
研
究
で
は、
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

シ
リ
ー
ズ

（
唐
ほ
か、

二
0
0
五、

二
0
0
八、

二
0
―

二
）

を
分
析
対

象
と
す
る
。

現
在、

中
国
国
内
で
は、

主
に
六
種
類
の
日
本
語
教
科
書
が

分
析
対
象

用
い
ら
れ
て
い
る
。

日
本
語
専
攻
の
大
学
生
向
け
の
教
科
書
と

し
て
は
『
新
編
日
語』
（
上
海
外
国
語
大
学
出
版
社）
、
『
新
編

基
礎
日
語』
（
北
京
大
学
出
版
社）

が
用
い
ら
れ
て
お
り、

日

本
語
専
攻
で
な
い
大
学
生
を
対
象
と
し
た
第
一
•

第
二
外
国
語

教
育
と
し
て
の
日
本
語
教
育
に
お
い
て
は、

本
稿
で
取
り
上
げ

る
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語」

の
他、
『
新
大
学
日
語」

（
高
等
教
育
出
版
社）
、
『
大
学
日
語
（
第
二
外
語）
』
（
高
等
教

育
出
版
社）

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一

般
成
人
向
け
の
教
科
書

『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

は、

日
本
語
を
専
攻
し
な
い

大
学
生
へ
の
第
二
外
国
語
教
育
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
（
国
際
交
流
基
金、

二
0
二
0)
。

ま
た、

こ
の
教
科
書
は、

大
学
教
育
の
み
な
ら
ず、

中
国
国
内
に
お
け
る
日
本
語
言
語
学

校
お
よ
び、

独
学
で
の
日
本
語
学
習
者
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る。

な
お、

日
本
語
母
語
話
者
が
在
籍
す
る
学
校
で
は、
『
み

ん
な
の
日
本
語』
（
外
語
教
学
与
研
究
出
版
社）

が
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語」

の
特
徴
は、

日
本
の
国
語

科
教
科
書
出
版
の
分
野
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
光
村
図

書
出
版
株
式
会
社
と
中
国
の
人
民
教
育
出
版
社
と
の
共
同
編
集

が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

人
民
教
育
出
版
社
が
教
材
編
纂

の
検
討、

教
材
内
容
に
つ
い
て
中
国
語
の
解
説、

最
終
的
な
内

容
審
査
な
ど
の
業
務
を
担
当
す
る
一

方、

光
村
圏
書
出
版
株
式

会
社
も
教
科
書
の
作
成
お
よ
び
編
集
の
業
務
を
担
当
し
た
。
一
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九
八
八
年
に
『
中
日
交
流
標
準
日
本
語

初
級』

が
正
式
に
出

版
さ
れ、

二
年
後
に、

そ
の
中
級
が
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら
に、

二
0
0
0
年
以
後
の、

日
本
・

中
国
に
お
け
る
社
会
の
変
化
を

反
映
す
る
た
め、

二
0
0
五
年
・

ニ
0
0
八
年
に
『
新
版
中
日

交
流
標
準
日
本
語

初
級
・

中
級』

が
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら

に、

日
本
語
学
習
者
た
ち
の
日
本
語
能
力
向
上
の
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
た
め、

二
0
―

二
年
に
は
高
級
が
出
版
さ
れ
た
（
人
民
教

育
出
版
社、

二
0
一

八）
。

『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

シ
リ
ー
ズ
は、

初
級
二
冊、

中
級
二
冊、

高
級
二
冊
の
計
六
冊
か
ら
成
る。

初
級
編
で
は
基

礎
的
な
文
法
・

文
型
の
練
習
が
中
心
と
な
る。

そ
の
た
め、

登

場
人
物
の
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
す
る
よ
う
な
「
役
割
語」

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
四
・
一
・

参
照）
。
一

方、

中
級
・

高
級
で
は、

初
級
と
比
ぺ
て
多
様
な
自
称
詞
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る。

そ
こ
で
本
稿
で
は、

中
級
二
冊
・

高
級
二
冊
に
掲

載
さ
れ
た
日
本
語
会
話
を
分
析
対
象
と
す
る。

中
級
・

高
級
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
語
会
話
文
に
登
場
す
る
主

要
な
登
場
人
物
は、

表
ー
の
と
お
り
で
あ
る。

中
級
の
ス
ト
ー
リ
ー
は、

J
C
企
画
と
竜
虎
酒
造
本
社
の
連

携
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
「
金
星」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に

展
開
す
る。

初
級
で
も、

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と、

家
庭
や
大
学
時
代
の
友
人
と

の
会
話
な
ど、

よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

表1 『新版中日交流標準日本語』シリ ー ズにおける主要登場人物
（唐ほか ， 2005, 2012より筆者作成） （注2)

登場人物 性別
年齢

人物に関する説明
（中級／高級）

森健太郎 男 33/43 
日本の広告代理店、JC企画の上海支社長。 本社勤
務時代の同僚の小野緑（のちの森緑）と結婚。

小野緑／
女 32/42 旧姓小野。 上海で日本語教師として働く。 李（佐

森緑 藤）秀麗はJC企画時代の同僚。

佐藤光一 男 31/41 竜虎酒造本社海外事業部本部長。 上海事務所時代
に知り合った李秀麗と結婚。

李秀麗／
女 30/40 

旧姓李。 日本で小さなコンサルティング会社を経
佐藤秀麗 営。森家とはずっと交流を続けている。

森徹平 男 14 
森家の長男、 上海の日本人学校に通う。 中学校2
年生。 バスケットボールが得意。

森瑛士 男 10 
森家の次男、 上海の日本人学校に通う。 小学校5
年生。森家のム ー ドメ ー カ ー。

佐藤望 女 7 
佐藤家の長女。 小学校l年生。 明るくて、 とても
活発。音楽と動物が大好き。
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シ
ョ
ン
の
両
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が、

中
級
で
は、

そ

れ
ら
両
者
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
中
間
的
な
場
が
登
場
す
る
。

こ
の
よ
う
な
中
間
的
な
場
は、

佐
藤
光
一

（
以
下、

光
一
）

と

李
秀
麗
（
以
下、

秀
麗）

と
の
恋
愛
・

結
婚
を
主
軸
と
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
の
な
か
で
登
場
す
る
。

例
え
ば、

光
一

が
秀
麗
に
告

白
を
行
う
場
面
（
国
因）

が
こ
れ
に
当
た
る
（
四
・

ニ
・

三
参

照）
。高

級
の
ス
ト
ー
リ
ー
は、

中
級
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
続
編
に
あ

た
り、

そ
の
一

0
年
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。

ス
ト
ー

リ
ー
の
中
心
と
な
る
の
は、

森
家
（
森
健
太
郎
・

森
緑
・

森
徹

平
・

森
瑛
士）

と
佐
藤
家
（
佐
藤
光
一
•

佐
藤
秀
麗
•

佐
藤

望）

の
二
つ
の
家
庭
で
あ
る
。

森
家
と
佐
藤
家
の
関
係
は
親
し

く、

特
に、

秀
麗
と
森
緑
（
以
下、

緑）

と
森
健
太
郎
（
以

下、

健
太
郎）

の
三
人
は、

J
C
企
画
で
同
僚
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り、

現
在
も
親
友
で
あ
る
。

： 本
稿
で
は、
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

中
級
・

高
級

に
登
場
す
る
男
性
登
場
人
物
が、

い
か
な
る
自
称
詞
を
用
い
て

い
る
か
を
分
析
・

考
察
す
る
。

男
性
登
場
人
物
を
取
り
上
げ
る

理
由
は、

本
教
科
書
の
初
級
で
は、

女
性
登
場
人
物
は
「
わ
た

し
」

し
か
使
用
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て、

男
性

分
析
方
法

表2 く私たち＞タイプの分類（定延， 2011, p.131-160 に基づき、 筆者が整理）

観点 観点の説明 具 体 例

品
文化的制約から逸脱

を感
せず、 懐

さな
み
い

深
こ
くあり 「上品」「下品」ながら、 その制約 じさせ と

格
経験や力

も
や地位などから総合的に醸し出

「別格」「格上」「格下」「ごまめ」
される の

性 性別に関する伝統的な通念・期待 「男性」「女性」

年 発話キャラクタの年齢 「老人」「年輩」「若者」「幼児」

登
場
人
物
の
会
話
で
は、

後
述
す

る
よ

う
に
「
わ
た
し
」

と
「
ぼ

く」

の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

定
延
（
二
0
1
―
)

は、

発
話
キ

ャ
ラ
ク
タ
を、
〈
私
た
ち〉

タ
イ
プ

と
〈
異
人〉

タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。

〈
私
た
ち〉

タ
イ
プ
と
は
現
代
日

本
語
（
共
通
語）

社
会
に
含
ま
れ

る
住
人
で
あ
り、
〈
異
人〉

タ
イ
プ

と
は、

宇
宙
人、

動
物
な
ど
人
間

以
外
の
物、

外
国
人、

地
方
人、

古
代
人
な
ど
自
由
に
で
っ
ち
上
げ

ら
れ
る
外
部
世
界
の
住
人
で
あ

る。

さ
ら
に
〈
私
た
ち〉

タ
イ
プ

は、
「
品
」
「
格」
「
性
」
「
年」

と

い
う
観
点
で
分
類
で
き
る
（
表
2)
。

本
研
究
で
は、
『
新
版
中
日
交

流
標
準
日
本
語』

に
み
ら
れ
る
日

本
語
会
話
を、

こ

れ
ら
「
品
」

「
格
」
「
性
」
「
年」

と
い

う
観
点

か
ら
分
析
す
る
。
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ま
ず 、
『

新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』
シ
リ
ー

ズ
で
用
い

ら
れ
る
自
称
詞
の
全
体
像
を
確
認
す
る 。
中
国
国
内
で
用
い
ら

れ
る
他
の
日
本
語
教
科
書
と
比
較
し
て 、
『

新
版
中
日
交
流
標

準
日
本
語」
で
は 、
「
役
割
語」
と

し
て
の
人
称
代
名
詞
が
積
極
的
に
導

入
さ
れ
て
い
る 。
表
3
は 、
中
国
で

使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
教
科
書
六

社
の
う
ち 、
『

み
ん
な
の
日
本
語』

『
新
編
日
語』
『
新
版
中
日
交
流
標
準

日
本
語』
そ
れ
ぞ
れ
の
初
級
に
お
け

る
自
称
詞
の
出
現
回
数
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る 。

『
み
ん
な
の
日
本
語』
は
他
と
比

べ
て 、
自
称
詞
が
出
現
す
る
回
数
が

少
な
い 。
こ
れ
に
対
し 、
日
本
語
専

攻
の
大
学
生
向
け
に
用
い
ら
れ
て
い

る
『
新
編
日
語』
は 、
自
称
詞
の
出

現
回
数
が
他
の
二
つ
と
比
べ
て
圧
倒

的
に
多
い
も
の
の 、
そ
の
ほ
と
ん
ど

表3 中国の日本語教科書における自称詞の出現回数（回） 四

教科害名
自称詞

わたし ぼく

新版中日交流標準日本語 23 7 

新絹日語 78 2 

みんなの日本語 ， 1 

四

自
称
詞
の
使
い
分
け
に
よ
る

「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ」
の
表
現

『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語」
シ
リ
ー

ズ
で

用
い
ら
れ
る
自
称
詞
の
概
要

四．
結
果

は
「
わ
た
し」
で
あ
り 、
男
性
の
用
い
る
自
称
詞
「
ぼ
く」
は

全
八
0
回
中
二
回
し
か
登
場
し
な
い 。
一
方 、
『

新
版
中
日
交

流
標
準
日
本
語』
は
他
と
比
べ
て 、
「
役
割
語」
と
し
て
の
人

称
代
名
詞
を
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

る 。
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』
の
中
級・
高
級
に
お
い

て 、
男
性
登
場
人
物
は
さ
ら
に
多
様
な
自
称
詞
を
使
用
す
る

（
表
4
＼

表
7） 。

四．
二 ．
＿

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る

自
己
の
表
現

ー
「
品」
の
使
い
分
け

金
水
（
二
0―
-
）
は 、
用
い
ら
れ
る
言
葉
の
「
品」
と 、

社
会
地
位・
教
育
程
度 、
地
域 、
性
差 、
年
齢·
世
代
と
の
間

に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る 。
例
え
ば 、
社
会
的
地

位・
教
育
程
度
が
低
い
人
に
対
し
て
高
い
「
品」
の
話
し
方
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い 。
一
方 、
性
別
に
関
し
て
い
え

ば 、
女
性
は
男
性
よ
り
も 、
高
い
「
品」
の
言
葉
を
用
い
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
（
金
水 、
二
0―
一

、
七
ー一

六
頁） 。

複
数
の
企
業
に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
に
ス
ト
ー
リ

ー
が
展
開
さ
れ
る
中
級
で
は 、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を
舞
台
と
し
た

日
本
語
会
話
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り 、
そ
れ
ら
の
会
話
の
中
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表4 『新版中日交流標準日本語』森健太郎による自称詞の使用状況

森健太郎 自称詞 相手 場面・分析

男性 高級で取引先の支社長である鈴木とゴルフに出か
わたし 鈴木 ける。 ビジネスの場で相手の前 で行儀正しい、

中級：33歳 「上品」なキャラクタを表現する。

高級：43歳 高級で森家と佐藤家は一緒に旅行する。 妻の友達

ぽく 佐藤光一
の夫である佐藤光ーに向かって、 やや距離感を抱

日本の広告代理店、 いている「ぼく」を使用し、 相手と 自分に同じ

JC企画の上海支社
「格」を取り入れる。

高級で森家と佐藤家がレストランで話している。
長。 本社勤務時代

ぼくら 佐藤光一

同上。

の同僚の小野緑（の 森 緑
高級で遠くから、 緑・秀麗に向かって呼びかけ（小野緑）

ちの森緑）と結婚。
おれたち

佐藤秀麗
る。 それぞれの妻である女性の前に、 自分たちが

（李秀麗）
「格上」であることを示す。

高級で健太郎と息子は食事の後片付けをする健太
お父さん 森瑛士 郎を息子の徹平が手伝う。家族内の役割として子

供の目線から「お父さん」と自称する。

表5 『新版中日交流標準日本語』佐藤光一による自称詞の使用状況

佐藤光一 自称詞 相手 場面・分析

男性 中級で会社の顔合わせ会で、 共同事業先の担当者で
わたし 王風 ある王風と会話する。相手先企業の担当者に対して、

中級：31歳 より「品」の高い表現を選ぶ。

高級：41歳 アナウン 中級でイベントにテレビのインタビュ ー を受ける。
わたし サ ー

佐藤光ーは会社の担当者として、 ビジネスのフォ ー

竜虎酒造本社海 マルな場で「上品」な言い方を選ぶ。

外事業部本部長。 私たち
本社の上 中級で日本の本社で「金星」中国のプロジェクトを

(3回）
司と社員 報告 する。本社の上司と同僚の前に、 ビジネスの場

上海事務所時代 たち で、 より「上品」な「わたしたち」を使用する。

に知り合った李秀 中級で李秀麗は落ち込む光ー を慰める。 プライベ ー

ぼく 李秀麗 ト な場で同僚として李秀麗に向かって「ぽく」を用
麗と結婚。 いる。「おれ」よりやや丁寧な言い方を使用する。

ぼく 中級で李秀麗に自分の気持ちを伝える時、「ぼく」を

(6回）
李秀麗 使う。 また二人の関係は親密になるため、 やや弱め

の男性性を提示し、 知的な自己を表現している。

高級で森家と佐藤家がレストランで話している。 佐

ぼくたち 森健太郎 藤光ーと森健太郎はお互いにやや距離感を抱いてい
る「ぼく」を使用し、 相手と自分に同じ「格」を取
り入れる。

中級で佐藤光ーと親友の金本と 一 緒に食事をする。

おれ 金本 友人同士のプライベ ー ト な場面でお互いに「下品」
な「おれ」を用いて、 男性的な自己像をアピ ー ルし、
相手との距離が近いことも表現する。

おれ 佐藤秀麗 高級で仕事の後、2人きりで食事をし、 レンタルビデ

(2回） （李秀麗）
オショップで会話をしている。 佐藤秀麗とのこの上
ない親密さを表現する。
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表6 『新版中日交流標準日本語』森徹平による自称詞の使用状況

森徹平 自称詞 相手 場面・分析

男性
高級で森家と佐藤家は動物園ヘパンダを見に行

年齢：14歳 ぽく 佐藤光一 く。 家族以外の佐藤光ー に向かって、「ぽく」を

森家の長男、 上海 使用し、「児童」として自己を表現する。

の日本人学校に通

う。 中学校2年生。
高級で家族と一緒に夕食を食べる。 徹平は親の前
に、「おれ」を使って、 大人になりかけた「若者」

バスケットボ ー ル おれ 森健太郎
としての自己を表現する。 より戦略的な側面が含

が得意。 まれる。

表7 『新版中日交流標準日本語』森瑛士による自称詞の使用状況

森瑛士 自称詞 相手 場面・分析

男性 森健太郎 高級で家族と一緒に夕食を食べる。 瑛士は親の前

年齢：10歳
ぽく

に「ぼく」を使って、 常に「児童」として認識さ
(3回） 森 緑

森家の次男、 上海 （小野緑） れる。

の日本人学校に通 ぽく 森 緑 高級で母の日に緑は楽しく過ごすために夕食を用

う。小学校5年生。 (3回） （小野緑） 意する。 同上。

森家のム ー ドメ ー

高級で森家と佐藤家は動物圏ヘパンダを見に行
カ ー 。 ぼく 佐藤光一 く。 瑛士は親の友達である佐藤光 ー に対して、

「ぼく」を自称する。 同上。

ロ
事
例

金
本
こ

何
だ
っ
て
？

で、

男
性
登
場
人
物
は
自
称
詞
「
わ
た
し」

を
用

い
る。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
は、

よ
り
「
上
品」

な
「
わ
た
し」

を
使
用
す

る
こ
と
で、

社
会
地
位
・

教
育
程
度，
の
高
い、

「
品」

の
あ
る
社
会
人
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表

現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る。

例
え
ば、

光
一
は、

中
級
に
登
場
す
る
男
性
同

士
の
会
話
に
お
い
て
「
わ
た
し」

と
「
お
れ」

を

次
の
よ
う
に
使
い
分
け
る。

曰
事
例
一

光
一

ぷ
相
興
で
す
か
0

1

 

0
年
前
に、
一

度

だ
け
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す。

王
風
二
そ
う
で
す
か。

光
一
i

え
え。

わ
た
し
に
と
っ
て
は、

初
め

て
の
海
外
旅
行
で
し
た
が、

紹
興
で

飲
ん
だ
紹
興
酒
の
味
は
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
よ。

（
中
級
•

第
三
課
「
顔
合
わ
せ」、

五
四
頁
よ
り
一

部
抜
粋）

却
料
な
ら、

そ
の
場
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で
「
お
引
き
受
け
し
ま
す」
っ
て
答
え
る
ぞ。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て、
出
世
は
い
ち
ば
ん
大
事

な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か。

光一
ニ
確
か
に
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う。
で

も、
料
叫
は
そ
う
は
思
わ
な
い。
ま
だ、
中
国
で

や
り
た
い
仕
事
が
残
っ
て
る
ん
だ。
失
敗
し
て

も、
慰
め
て、
勇
気
付
け
て
く
れ
る
人
も
い
る
し

゜

．

 

（
中
級•
第
三一
課
「
栄
転
の
話」、

三
0
二
頁
よ
り一
部
抜
粋）

こ
の
う
ち、
事
例一
の
場
面
は、
光一
が、
会
社
の
顔
合
わ

せ
会
で、
共
同
事
業
先
の
担
当
者
で
あ
る
王
風
と
会
話
す
る
場

面
で
あ
る。
こ
れ
か
ら
共
同
で
事
業
を
行
っ
て
い
く
相
手
先
企

業
の
担
当
者
に
対
し
て、
光一
は、
よ
り
「
品」
の
高
い
表
現

で
あ
る。
「
わ
た
し」
と
い
う
自
称
詞
を
選
択
的
に
利
用
し
て

い
る。

一
方、
事
例
二
の
場
面
は、
友
人
同
士
で
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
会
話
場
面
で
あ
る。
こ
こ
で
光一
は、
自
ら
も
「
お
れ」
を

用
い
る
金
本
に
対
し
て、
同
じ
く
「
お
れ」
と
い
う
自
称
詞
を

用
い
る。
こ
の
場
面
で
は、
金
本
と
光一
の
間
に
意
見
の
対
立

が
起
き
て
お
り、
議
論
を
戦
わ
せ
て
い
る。
こ
こ
で
は、
よ
り

「
品」
の
低
い
表
現
を
選
ぶ
こ
と
で、
会
話
相
手
で
あ
る
友
人

と
距
離
の
近
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
と
と
も
に
（
注

3)、
よ
り
男
性
的
で、
自
分
の
意
見
を
譲
ら
な
い
自
己
像
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。

な
お
中
級
で、
光一
が
「
ぼ
く」
を
使
用
す
る
場
面
も
あ

る。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
ど
ち
ら
も
会
話
の
対
象
と
な
る
相
手

が
女
性
（
秀
麗）
で
あ
る
こ
と
か
ら、
「
性」
の
側
面
か
ら
そ

の
使
い
分
け
を
検
討
す
る
（
四．
二．
三
参
照）。

四．
二．
ニ

男
性
性
を
示
す
こ
と
に
よ
る
「
格
上」

|
「
格」
の
使
い
分
け

の
表
現

「
格」
は、
経
験
や
力、
地
位
な
ど
か
ら
総
合
的
に
醸
し
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
定
延、
二
0―
一
、
一
四
0
頁）
「
格」

は
「
別
格」
「
格
上」
「
格
下」
「
ご
ま
め」
と
い
う
四
類
に
分

け
ら
れ
る
が、
本
稿
で
は、
こ
の
う
ち
「
格
上」
「
格
下」
の

み
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
0

.

中
級・
高
級
に
お
い
て
「
格」
が
問
題
に
な
る
の
は、
上
司

1

部
下
の
関
係
や、
取
引
先
と
の
関
係
な
ど、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
上
下
関
係
が
顕
在
化
す
る
場
面
の

み
で
は
な
い。
定
延
（
二
0―
-
)
が、
「
男
は
女
よ
り
も
格

が
上」
と
説
明
す
る
よ
う
に
（
定
延、
二
0―
一
、
一
四
五

頁）、
む
し
ろ、
男
性
ー
女
性
と
い
う
関
係
の
な
か
で、
「
格」

の
側
面
を
反
映
し
た
言
葉
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
る。
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例
え
ば、
森
健
太
郎
（
以
下、
健
太
郎）
は、
家
族
間
の
懇

談
場
面
に
お
い
て、
友
人
（
秀
麗）
の
夫・
光一
に
対
し
て

「
ぼ
く」
を
用
い
る
の
に
対
し
（
口）、
男
性
集
団
（
夫
集
団）

ー
女
性
集
団
（
妻
集
団）
と
い
う
関
係
に
な
っ
た
際
に
は、

自
称
詞
を
「
お
れ
た
ち」
に
変
化
さ
せ
る
（
四）。

曰
事
例
三

光一
こで
う
考
え
る
と、
子
供
は、

く
な
る
も
ん
で
す
ね。

健
太
郎
i

え
え。
国
ハ
も
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た

よ。

（
高
級•
第
二
二
課
「
我
が
子
と
パ
ン
ダ」、

一
五
八
頁
よ
り一
部
抜
粋）

い
つ
の
ま
に
か
大
き

四
事
例
四

（
緑
と
秀
麗
に
向
か
っ
て、
遠
く
か
ら
声
が
か
け
ら
れ
る）

健
太
郎；
お
れ
た
ち、
腹、
ぺ
こ
ぺ
こ。

（
高
級•
第
ニ―
課
「
日
本
で
再
会」、

一
四
0
頁
よ
り一
部
抜
粋）

事
例
四
の
場
面
で、
健
太
郎
は
光一
と
と
も
に
お
り、
遠
く

か
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
（
緑・
秀
麗）
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け

る。
こ
の
と
き
使
用
さ
れ
る
の
が、
「
お
れ」
の
複
数
形
で
あ

性
別
規
範
を
前
提
と
し
た
戦
略
的
な
自
己
表
現

ー
「
性」
の
使
い
分
け

る
「
お
れ
た
ち」
で
あ
っ
た。
ま
た、
こ
こ
で
健
太
郎
が
述
べ

る
「
お
れ
た
ち、
腹、
ぺ
こ
ぺ
こ。」
は、
助
詞
の
省
略
や
オ

ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
が
見
ら
れ
る
な
ど、
他
の
会
話
と
比
べ
て、

幼
児
性
の
あ
る
甘
え
た
印
象
を
与
え
る。
事
例
二
に
お
い
て、

光一
は、
よ
り
「
品」
の
低
い
「
お
れ」
を
用
い
る
こ
と
で
男

性
的
な
自
已
像
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
が、
事
例
四
に
お
い

て、
健
太
郎
は、
女
性
集
団
に
対
し、
幼
児
性
の
高
い
表
現
ー

ー
そ
れ
は、
「
年」
の
低
さ
ゆ
え
の
「
品」
の
低
さ
を
想
起
さ

せ
る
ー_

と
と
も
に、
「
お
れ
（
た
ち）」
を
用
い
る
こ
と
で、

自
分
た
ち
が
「
格
上」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。

四．
二．
三

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に、
「
性」
は、
「
品」
お
よ
び
「
格」

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
（
定
延、
二
0―
-
、
一
四
五
頁）。

具
体
的
に
は
「
男
は
女
よ
り
も
格
が
上、
女
は
男
よ
り
も
品
が

上」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
同
上）。
そ
の
た
め、
あ
え
て

「
品」
を
下
げ
た
表
現
を
す
る
こ
と
で、
男
性
的
な
自
己
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
口
四）。
一
方、
「
男
は
女
よ

り
も
格
が
上、
女
は
男
よ
り
も
品
が
上」
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
し
な
が
ら、
異
な
る
「
性」
の
あ
り
か
た
を
示
す
こ
と
も
で

き
る。
中
級・
高
級
に
お
け
る
光一
の
発
言
の
中
に
は、
相
手
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と
の
関
係
性
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
よ
う
な、

戦
略

的
な
自
称
詞
の
使
用
が
見
ら
れ
る。

四．
二．
一

で
見
て
き
た
よ
う
に
光
一

は、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場

に
お
い
て
は
「
わ
た
し」、

友
人
同
士
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

関
係
の
な
か
で
は
「
お
れ」

を
使
用
し
て
い
る
が、

中
級
で
は

こ
の
他
に
「
ぼ
く」

を
使
用
す
る
場
面
も
登
場
す
る。

以
下
の

二
つ
の
会
話
で
あ
る。

固
事
例
五

秀
麗
二
ど
う
し
た
ん
で
す、

て。

光
一

；
の
つ
、

李
さ
ん。

ど
う
し
て
ぼ
Uz
が
こ
こ
に
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
か。

（
中
級
•

第
二
〇
課
「
希
望
の
灯」、

六
六
頁
よ
り
一

部
抜
粋）

そ
ん
な
に
沈
ん
だ
顔
を
し

因
事
例
六

光
一
二

李
さ
ん
と
の
思
い
出
を
忘
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん。

こ
の
公
園
で
ぼ
ハぃ
を
励
ま
し
て
く
れ
た
こ

と、

香
港
の
夜
景
を
眺
め
た
こ
と
…。

李
さ
ん

は、

ぼ
叶
に
と
っ
て
ず
っ
と
頼
り
が
い
の
あ
る
仕

事
仲
間
で
し
た。

そ
し
て、

今、

国
d
戸ご
と
っ
て

い
ち
ば
ん
大
切
な
人
だ。

あ
な
た
が
倒
れ
た
あ
の

時、

は
っ
き
り
分
か
っ
た
ん
で
す。

秀
麗
i

…
佐
藤
さ
ん
が
日
本
に
発
っ
て
か
ら、

わ
た
し
も

毎
日
あ
な
た
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た。

本
当
に
仕
事
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く

て
…。

光
一
：

大
阪
で、

国
�
な
り
に
考
え
ま
し
た。

ぼ
灯
た
ち

の
思
い
出
は
ま
だ
一

年
分
で
し
か
な
い
。

国
バ
ぶに

李
さ
ん
と、

こ
の
上
海
で
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
ん
で
す。

こ
れ
か
ら
も

あ
な
た
の
隣
に
い
て
い
い
で
す
か。

（
中
級
•

第
三
二
課
・
「
思
い
出
の
場
所」、

三
二
五
頁
よ
り
一

部
抜
粋）

光
一
は、

共
同
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
J
C
企
画
の
職

員
・

秀
麗
に
対
し
て
は、

そ
れ
ま
で、

自
称
詞
「
わ
た
し」

を

用
い
て
い
た
が、

事
例
五
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
ぼ
く」

を
用

い
た。

ま
た、

二
人
の
関
係
が
よ
り
親
密
に
な
る
事
例
六
で

は、

六
回
も
「
ぼ
く」

が
登
場
す
る。

光
一

に
と
っ
て、

自
称

詞
「
ぼ
く」

は、

秀
麗
と
の
関
係
を
よ
り
親
密
な
も
の
と
す
る

た
め
に、

戦
略
的
に
選
ば
れ
た
自
称
詞
の
よ
う
だ。

金
水
（
ニ

0
一

四）

に
よ
れ
ば、
「
お
れ」

が
強
い
男
性
を
帯
び
る
一

方、

「
ぽ
く」

は
相
対
的
に
弱
い
男
性
性
を
示
す
と
い
う
（
金
水、

二
0
一

四、

六
五
頁）
。

ま
た、
「
ぼ
く」

は
知
的
な
人
物
に
用
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い
ら
れ、
「
お
れ
」

は
野
性
的
な
人
物
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が

あ
る
と
い
う
（
同
上）
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と、

こ
こ
で
光
一

は
秀
麗
に
対
し
て、

強
い
男
性
性
を
ア
ピ
ー
ル
せ
ず、

む
し

ろ、

そ
の
男
性
性
を
弱
め
た
か
た
ち
で
提
示
す
る
と
と
も
に、

知
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

中
級
に
お
い
て
は、

こ
の
よ
う
に
光
一

が
秀
麗
に
対
し
て
用

い
る
自
称
詞
が
「
わ
た
し
」

か
ら
「
ぼ
く」

へ
と
変
化
す
る
。

さ
ら
に
高
級
で
は、

結
婚
後、

妻
と
な
っ
た
秀
麗
に
対
し、

光

一

が
「
お
れ
」

を
用
い
る
場
面
が
登
場
す
る
。

以
下
の
場
面

は、

高
級
•

第
五
課
「
久
し
ぶ
り
の
デ
ー
ト」

の
日
本
語
会
話

の
抜
粋
で
あ
る
。

第
五
課
の
タ
イ
ト
ル
に
も
示
さ
れ
る
よ
う

に、

こ
の
場
面
は、

結
婚
一

0
年
後
の
光
一

と
秀
麗
が、

久
し

ぶ
り
に
二
人
き
り
の
時
間
を
過
ご
す
場
面
で
あ
る
。

仕
事
の

後、

二
人
き
り
で
食
事
を
し、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
シ
ョ
ッ
プ
で

会
話
を
し
て
い
る
。

囮
事
例
七

秀
麗
；

ま
だ
八
時
か。

ど
う
す
る
？

光
―
;
ti
は
も
う
一

杯
飲
み
た
い
気
が
す
る
ん
だ
け
ど

゜

．

．

．

 

（
中
略）

秀
麗

:
お
店
の
オ
ス
ス
メ
は、
「
初
恋
の
き
た
道」
、
『
あ

の
子
を
探
し
て』

か
あ。

張
芸
謀
監
督
の
作
品
が

多
い
ね。

光
一
こ

日
本
で
も
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
フ
ァ
ン
が
多
い
か
ら

ね。

ti
も
好
き
だ
な
あ。

張
芸
謀
監
督
っ
て、

中
国
で
も
人
気
な
ん
で
し
ょ
う
？

（
高
級
•

第
五
課
・
「
久
し
ぶ
り
の
デ
ー
ト
」、

七
六
頁
よ
り
一

部
抜
粋）

事
例
五
・

六
で
見
て
き
た
よ
う
に、

光
一

は
秀
麗
と
の
関
係

に
お
い
て
「
ぽ
く」

と
い
う
自
称
詞
を
選
択
的
に
使
用
し
て
き

た
が、

こ
の
場
面
で
は
秀
麗
に
対
し
て
「
お
れ
」

を
用
い
て
い

る
。

前
述
し
た
金
水
（
二
0
一

四）

の
説
明
を
踏
ま
え
れ
ば、

こ
こ
で
光
一

は
秀
麗
に
対
し、

こ
の
上
な
い
親
密
さ
を
表
現
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う。

結
婚
の
一

0
年
後
を
舞
台
と
す
る
高
級
に
お
い
て、

光
一
・

秀
麗
と
健
太
郎
・

緑
が
ど
ち
ら
も
「
お
父
さ
ん
」
「
お
母
さ
ん

（
マ
マ
）
」

と
自
称
し
た
り、
「
お
父
さ
ん
」
「
お
母
さ
ん
」

と
呼

び
か
け
ら
れ
た
り
す
る
場
面
が
多
く
登
場
す
る
。

常
に
家
族
内

の
役
割
に
よ
っ
て
子
供
の
目
線
か
ら
自
己
を
表
出
す
る
こ
と
が

存
在
す
る
な
か、
「
久
し
ぶ
り
の
デ
ー
ト
」

の
中
で、

光
一

が

「
お
れ
」

を
選
択
的
に
使
用
す
る
こ
と
は、
「
お
父
さ
ん
」
I
「
お

母
さ
ん
」

と
い

う
家
族
内
役
割
で
は
な
く、

男
性
ー
女
性
と

い
う
関
係
に
あ
る
自
己
を
表
出
す
る
戦
略
と
い
え
る
だ
ろ
う。
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こ
の
よ
う
に、

光
一

に
よ
る
一

連
の
会
話
に
は、

自
身
が
表
現

し
た
い
と
望
む
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
す
る
た
め
に、
「
お
れ」

と
「
ぼ
く
」

を
戦
略
的
に
使
い
分
け
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る。

四．
二．
四

「
若
者」

と
し
て
の
自
己
／
「
幼
児」

と
し
て
の

自
己
の
表
現
ー
—
「
年」

の
使
い
分
け

「
年」

は
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
の
年
齢
で
あ
り、
「
老
人」、
「
年

輩
」、
「
若
者」、
「
幼
児」

の
順
に
四
つ
に
分
類
さ
れ
る。
（
定

延、

二
0
1
―
‘
一

五
―
_―

六
0
頁）
。

本
稿
で
は、
「
若
者」

と
「
幼
児」

に
注
目
し
て
考
察
す
る。

高
級
に
登
場
す
る
男
性
登
場
人
物
の
う
ち、

未
成
年
者
（
子

供）

に
あ
た
る
の
は、
一

四
歳
の
森
徹
平
（
以
下、

徹
平）

と

1

0
歳
の
森
瑛
士
（
以
下、

瑛
士）

で
あ
る。

瑛
士
が
す
べ
て

の
会
話
に
お
い
て
自
称
詞
「
ぼ
く」

を
用
い
る
の
と
は
対
照
的

に、

徹
平
は、
「
ぼ
く
」

と
「
お
れ」

を
使
い
分
け
る。

徹
平
は、

森
家
の
夕
食
を
す
る
際、

そ
の
場
に
い
た
健
太
郎

に
向
か
っ
て、
「
い
い
の
？

や
っ
た1.

ti、
ド
リ
ブ
ル

の
練
習
し
た
い
な。」

と
発
言
す
る。
一

方、

第
二
二
課
で
森

家
・

佐
藤
家
で
と
も
動
物
園
に
パ
ン
ダ
を
見
に
行
く
際
に
は、

健
太
郎
と
光
一

に
対
し、
「
ぼ
ハ
ぶは、

あ
ん
ま
り
乗
り
気
じ
ゃ

な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
…。」

と
発
言
す
る。

森
家
・

佐
藤
家
の

メ
ン
バ
ー
が
い
る
状
況
で
あ
り
な
が
ら、

発
言
を
向
け
る
相

手
・

内
容
に
よ
っ
て、
「
お
れ」
「
ぼ
く」

を
使
い
分
け
て
い
る

の
で
あ
る。

瑛
士
の
自
称
詞
が、

相
手
や
状
況
に
よ
っ
て
変
化
せ
ず、

全

て
「
ぼ
く」

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て、

瑛
士
は
「
児
童」

と
し

て
認
識
さ
れ
る。

瑛
士
の
自
称
詞
の
使
用
に
お
い
て
「
品
」

「
格」

の
要
素
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
ず、

彼
の
発
話
キ
ャ
ラ

ク
タ
は、
「
年」

と
い
う
側
面
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ。

こ
れ
に
対
し、

徹
平
の
自
称
詞
使
用
は、

よ
り
戦
略
的
な
側

面
が
含
ま
れ
る。

彼
は
常
に
「
児
童
」

で
あ
る
わ
け
で
は
な

く、
「
お
れ」

を
使
う
こ
と
で
「
若
者」

と
し
て
の
自
己
を
表

現
し
よ
う
と
す
る。

金
水
（
二
0
0
三）

の
調
査
に
よ
る
と、

幼
い
頃
か
ら
「
ぽ
く
」

を
使
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

中
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
自
称
詞
「
お
れ」

に
変
え
た
と
述
べ

る
学
生
が
存
在
す
る
と
い
う。

徹
平
は、
一

四
歳
で
あ
り、

こ

の
学
生
と
同
様、
「
ぼ
く」

か
ら
「
お
れ」
へ
の
過
渡
期
に
あ

る
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る。

そ
の
よ
う
な
中、

動
物
園
で

パ
ン
ダ
を
見
に
行
く
と
い
う、

よ
り
「
児
童
」

と
し
て
わ
が
ま

ま
な
振
る
舞
い
が
期
待
さ
れ
る
場
面
で
は
「
ぼ
く」

を
用
い
て

自
己
主
張
を
し、
一

0
代
の
若
者
ら
し
い
活
動
（
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル）

を
認
め
ら
れ
た
際
に
は
「
お
れ」

を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
「
若
者」

と
し
て
の
自
己
を
肯
定

的
に
受
け
止
め
る。

こ
の
よ
う
に、

徹
平
に
と
っ
て
「
お
れ」
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と
「
ぽ
く
」

を
使
い
分
け
る
こ
と
は、
「
若
者」

と
し
て
の
自

己
を
表
現
す
る
か、
「
児
童」

と
し
て
の
自
已
を
表
現
す
る
か、

と
い
う
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

五．

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
稿
で
は、

中
国
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
教
科
書

『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

の
中
級
・

高
級
を
分
析
対
象

と
し、

そ
こ
で
見
ら
れ
る
男
性
登
場
人
物
の
日
本
語
会
話
を
事

例
と
し
な
が
ら、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
役
割
語」

が
会
話
の
中

で
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
き
た。

「
品」
「
格」
「
性」
「
年」

の
観
点
か
ら、

自
称
詞
に
着
目
し

て
教
科
書
の
男
性
登
場
人
物
の
「
発
話
キ
ャ
ラ
ク
タ
」

を
明
ら

か
に
し
て
き
た
が、

そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

・

成
人
男
性
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
場

で
は、

よ
り
「
品」

が
高
い
「
わ
た
し
」

を
用
い
る
こ
と
で

「
格
上
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
す
る
。

・

成
人
男
性
が、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
で
よ
り
「
品」

の
低
い

「
お
れ
」

を
用
い
る
事
例
が
二
例
登
場
す
る
。
―

つ
は、

気

の
お
け
な
い
男
性
を
相
手
に
よ
り
男
性
ら
し
く
強
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
を
表
現
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
り、

も
う
―

つ
は、

成
人
男

性
が
集
団
で
女
性
集
団
に
対
し
て
「
お
れ
」

を
用
い
る
場
合

で
あ
る
。

後
者
の
場
合、

男
性
集
団
は
よ
り
「
品」

の
低
い

「
お
れ
」

を
用
い
る
こ
と
で、

女
性
集
団
に
対
し
て
「
格
上
」

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

・

男
女
関
係
に
お
い
て、

男
性
は
戦
略
的
に
「
知
的」

な
キ
ャ

ラ
ク
タ
「
ぼ
く
」

と
「
野
性
的
」

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
「
お
れ
」

を
使
い
分
け
て
い
る
。

•

1

 

O
歳
の
児
童
は
「
年」

と
い
う
観
点
か
ら
の
み
自
称
詞
を

用
い
る
。

具
体
的
に
は、
「
ぼ
く」

を
用
い
て、
「
児
童」

の

キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
す
る
。

・
一

四
歳
の
少
年
は
「
お
れ
」

も
し
く
は
「
ぼ
く
」

を
用
い

て、
「
若
者」

キ
ャ
ラ
ク
タ
と
「
児
童
」

キ
ャ
ラ
ク
タ
を
選

択
的
に
表
現
す
る
。

以
上、

本
稿
で
は
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

の
男
性

登
場
人
物
が、

自
称
詞
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て、

場
面

に
よ
っ
て
異
な
る
自
身
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
を
表
現
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に、
『
新
版
中
日
交
流
標

準
日
本
語」

の
編
集
に
お
い
て
は、

登
場
人
物
同
士
の
会
話
に

お
い
て
「
役
割
語
」

へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

は、

中
国
の
日
本
語
学
習
者
に、

日
本
語
に
お
け
る
「
役
割

語」

の
存
在
や
機
能
に
気
づ
く
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
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「
ラ
ベ
ル
づ
け
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ」

と
は、

言
葉
そ
の
も
の
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
を
直
接
に
表
す
も
の
で、

た
と
え
ば、

あ
る
男
性
に

つ
い
て、
そ
の
人
物
が
た
と
え
年
輩
で
も
「
あ
の
人
は
〈
坊
っ
ち
ゃ

ん〉

だ
」

な
ど
と
評
す
る
場
合
の
〈
坊
っ
ち
ゃ
ん〉

な
ど
の
よ
う

な
言
葉
を
意
味
す
る。

ま
た
「
表
現
キ
ャ
ラ
ク
タ
」

は
動
作
を
表

ー

も
ち
ろ
ん、

本
稿
で
分
析
し
た
の
は、

あ
る
特
定
の
教
科
書

の
日
本
語
会
話
例
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し、

こ
の
よ
う
な
視
点

で、

教
科
書
に
お
い
て
い
か
な
る
「
役
割
語」

が
用
い
ら
れ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は、

日
本
語
学
習
者
自
身

の
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
に
資
す
る
日
本
語
教
育
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
る
。

現
在、

中
国
で
は、
『
新
版
中
日
交
流
標

準
日
本
語』

の
ほ
か
に
も、

多
種
類
の
日
本
語
教
科
書
が
存
在

す
る
。

そ
れ
ら
の
教
科
書
に
は
多
数
の
日
本
語
会
話
例
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が、

そ
の
中
で、
「
役
割
語」

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
表

現
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
・

解
説
を
付
与
し
た
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
た
め、

そ
れ
ら
の
日
本
語
会
話
例
に
用

い
ら
れ
た
「
役
割
語」

と
そ
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に、

そ
れ
ら
の
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
て、

教
科
書
に
付
与
す

る
「
役
割
語」

の
説
明
・

解
説
の
あ
り
か
た
を
議
論
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
（
二
0
二
0)
『
二
0
-

八
年
度
日
本

語
教
育
機
関
調
査
結
果』
h
ttps
:/
＼
w
w
w.j
pf.
go.j
p\j
\p
roject\

ja
p
anese\sur
ve
y\area
\cou
ntr
y\2020\c
hina.
ht
ml
 (
,%\

昭�

二
0
ニ
―

年
0
一

月
0
六
日）

引
用
文
献

現
す
る
語
旬
が
そ
の
動
作
を
行
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ま
で
を
暗
に
示
す

場
合
を
示
す。

例
え
ば、
「
た
た
ず
ん
で
い
る」

と
い
う
表
現
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て、

そ
の
人
物
が
そ
れ
な
り
の
雰
囲
気
を
備
え

た
〈
大
人〉

キ
ャ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
場
合
な
ど
で
あ
る

（
以
上、

定
延
二
0
1
―
‘
―
―
二
頁）
。

森
徹
平
・

森
瑛
太
お
よ
び
佐
藤
望
は、

高
級
の
み
に
登
場
す
る。

そ
の
た
め
こ
の
三
人
に
つ
い
て
は、

高
級
登
場
時
の
年
齢
の
み
を

示
し
た。

二
0
ニ
―

年
―
二
月
に
発
行
さ
れ
た
『
三
省
堂
国
語
辞
典』
（
見

坊
ほ
か、

二
0
ニ
―
)

で
は、
「
お
れ
（
俺）
」

に
つ
い
て、
「
自
分

を
さ
す、

か
な
り
く
だ
け
た
言
い
方。

親
し
い
同
等
・

目
下
の
人

や、

家
族
に
対
し
て
言
う」
（
見
坊
ほ
か、

二
0
ニ
―
‘

ニ
―

六
頁）

と
説
明
し
て
い
る。

こ
の
こ
と
か
ら、
「
お
れ」

を
使
用
す
る
こ
と

で、

相
手
と
気
の
置
け
な
い、

親
し
い
間
柄
に
あ
る
者
と
し
て
の

自
己
を
表
現
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る。

3
 

2
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金
水
敏
（
二
0
0
三）
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語

盃区
割
語
の
謎』

岩

波
書
店

金
水
敏
（
二
0
0
七）
「
『
役
割
語』

研
究
と
社
会
言
語
学
の
接
点」

『
社
会
言
語
科
学
会
第一

九
回
大
会
発
表
論
文
集』、

三
宜
九
—―――

六
一

金
水
敏
（
二
0
1
―
)
「
役
割
語
と
日
本
語
教
育」
『
日
本
語
教
育』

一

五
0、

三
四
ー
四
一

金
水
敏
（
二
0
一

四）
『〈
役
割
語〉

小
辞
典』

研
究
社

見
坊
豪
紀
·

市
川
孝
・

飛
田
良
文
・

山
崎
誠
・

飯
間
浩
明
・

塩
田
雄

大
（
二
0
ニ
―
)
『
三
省
棠
国
語
辞
典』、

第
八
版、

三
省
堂

恩
塚
千
代
（
二
0
1
―
)
「
輯
国
の
教
科
書
に
お
け
る
役
割
語
の
役

割[
「
生
き
た
日
本
語」

を
教
え
る
パ
1
チ
ヤ
ル
リ
ア
リ
テ
イ
1」

金
水
敏
（
編）
『
役
割
語
研
究
の
展
開』

第
四
章，

こ
ろ
し
お
出

版
社、

五
一
—
七
0

人
民
教
育
出
版
社
（
二
0
一

八）
「
記
念
『
中
日
交
流
標
準
日
本
語』

出
版
三
0
年
htt
p
s
:/
＼

w
w
w.
p
e
p.
c
o
m.
c
n
\
X
W
\
zt
\
h
d
\
b
r
3
0
\

b
r
h
g
\
2
0
1
8
0
6
\t
2
01
8
0
61
9_
1
9
2
5
7
5
2.
s
ht
ml
 (
�\

昭�

―1
01
―
―

年
0
一

月
二
五
日）

定
延
利
之
（
二
01
―
)
『
日
本
語
社
会
の
ぞ
き
キ
ャ
ラ
く
り』

三
省
堂

肖
錦
蓮
（
二
0
一

七）
『
日
悟
教
材
中
句
尾
女
性
洒
的
研
究』
[
修
士

論
文]

北
京
外
国
語
大
学

田
中
優
耀
（
二
0
一

四）
「
日
本
語
学
習
者
の
自
称
詞
の
使
用
形
式
と

男
女
差

玩田
学
生
を
中
心
と
し
た
調
査
か
ら」
『
こ
と
ば
ニ

研
究

の
研
究』

誌』
一
二
五、

四
九
—
六
四

唐
誦
二
張
敏
・

劉
粉
麗
・

李
家
祥
（
編）

甲
斐
睦
朗
・

西
尾
珪
子
・

宮
地
裕
（
監
修）
（
二
0
0
五）
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語

初
級

上
下』、

第
二
版、

人
民
教
育
出
版
社
・

光
村
図
書
出
版

株
式
会
社

唐
弱
・

張
敏
・

劉
粉
麗
・

李
家
祥
（
編）

甲
斐
睦
朗
・

西
尾
珪
子
・

宮
地
裕
（
監
修）
（
二
0
0
八）
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語

中
級

上
下』、

第
二
版、

人
民
教
育
出
版
社
・

光
村
図
書
出
版

株
式
会
社

唐
謡
・

張
敏
・

劉
粉
麗
・

李
家
祥
（
編）

甲
斐
睦
朗
・

西
尾
珪
子
・

宮
地
裕
（
監
修）
（
二
0
―
二）
『
新
版
中
日
交
流
標
準
日
本
語

高
級

上
下』、

第
二
版、

人
民
教
育
出
版
社
・

光
村
図
書
出
版

株
式
会
社

横
内
美
保
子
（
二
0
ニ
―
)
「
役
割
語
か
ら
日
本
語
教
科
書
を
見
直
す

と
「
優
等
生
キ
ャ
ラ」

が
見
え
て
る

二
目
本
語
学
習
者
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
重
要
性
と
教
師
の
役
割」
『
こ
と
ば

二―-、

七
七
ー
九
四
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